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平成27年 
６  月 舟 橋 村 議 会 定 例 会 会 議 録 （ 第 １ 号 ） 

 

平 成 ２ ７ 年 ６ 月 ９ 日 （ 火 曜 日 ）  

 

議 事 日 程 

 

平成２７年６月９日 午前９時００分 開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 議案第20号 平成27年度舟橋村一般会計補正予算（第１号） 

日程第４ 議案第21号 平成27年度舟橋村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

議事日程のとおり 

 

出席議員（８名） 

          １番  田 村   馨 君 

          ２番  杉 田 雅 史 君 

          ３番  吉 川 孝 弘 君 

          ４番  森   弘 秋 君 

          ５番  明 和 善一郎 君 

          ６番  川 﨑 和 夫 君 

          ７番  竹 島 貴 行 君 

          ８番  前 原 英 石 君 

欠席議員（なし） 

 

説明のため出席した者の職・氏名 

村 長 金 森 勝 雄 君 

副 村 長 古 越 邦 男 君 
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教 育 長 髙 野 壽 信 君 

総 務 課 長 松 本 良 樹 君 

生 活 環 境 課 長 吉 田 昭 博 君 

会 計 管 理 者 田 中   勝 君 

代 表 監 査 委 員 吉 川 良 二 君 

 

職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 松 本 良 樹 

係 長 林     輝 
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午前 ９時００分 開会 

 

開 会 の 宣 告 

○議長（明和善一郎君）  ただいまの出席議員数は８人です。定足数に達しておりますの

で、平成２７年６月舟橋村議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

○議長（明和善一郎君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、 

３番  吉 川 孝 弘 君 

４番  森   弘 秋 君 

を指名します。 

 

会 期 の 決 定 

○議長（明和善一郎君） 日程第２ 会期の決定について議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から６月１２日までの４日間とし、審議終了までとしたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（明和善一郎君） ご異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月１２日審議終了までとすることに決定しました。 

 

議 案 第２０号から議案第２ １号ま で 

○議長（明和善一郎君） 日程第３ 議案第２０号 平成２７年度舟橋村一般会計補正予

算（第１号）、日程第４ 議案第２１号 平成２７年度舟橋村国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）、以上２件を一括議題とし、提案理由の説明を求めたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（明和善一郎君） ご異議なしと認めます。 

したがって、日程第３ 議案第２０号から日程第４ 議案第２１号まで、以上２件を

一括議題とし、提案理由の説明を求めることに決定いたしました。 

 

（提案理由の説明） 

○議長（明和善一郎君） 提案理由の説明を求めます。 

村長 金森勝雄君。 

○村長（金森勝雄君） 本日、平成２７年６月定例村議会を招集いたしましたところ、議

員の皆様には、公私とも大変ご多忙の中ご出席賜り、深く感謝申し上げます。 

本定例会に提案いたしました案件に先立ちまして、所感の一端を申し上げます。 

初めに、舟橋村産学官金プロジェクト子育て共助のまちづくりモデル事業についてで

あります。 

本事業の目的は、我が国が抱える人口減少社会と少子高齢化という課題に対し、持続

可能なまちづくりの実現に向け、子どもを産み育てやすい環境づくりを産学官金の連携

により実施することであり、この取り組みが舟橋村から発信し、村外に広がるようなモ

デル事業として確立していくことを目指しております。 

また、子どもを産み育てやすい環境とは、これまでの全国的な先駆的事例の検証から、

単なる子育てサービスの充実だけではなく、住民による地域参入が活発な地域環境であ

ることがわかってまいりました。 

子育てサービスの充実は、子育て世代の人口流入につながりますが、子どもをもう１

人産みたくなる環境づくりには、子育てサービスの充実に加えて、地域住民が地域内に

楽しみや居場所があるなどの環境づくりが極めて重要なことであります。 

その実現に向け、住民に支えられる「子育て環境づくり事業」、地域のコミュニティ

ーを醸成する「コミュニティ空間等整備活用事業」、住民相互の信頼関係を醸成する「宅

地造成事業」の３事業を実施してまいります。 

３事業の実施にかかわる事業者の選定につきましては、プロポーザル方式で、今年３

月１１日に告示、５月１１日までに提案された企画書を先月３０日に外部審査委員を含

めた７名の委員で構成する審査会を開催いたしまして、優先交渉権者を決定いたしまし

た。 

本村が実施いたしましたプロポーザルは、単に各事業の提案を受けるものではなく、
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子どもを産み育てやすい環境づくりの実現に向け、各事業者が何ができるのか、計画か

ら実施・運営に至る考え方を求めるものでありました。このことは、事業の実施設計書

を一緒につくるための業者選定が目的であり、全国的にもあまり事例のないプロポーザ

ルであったと言えると思います。 

また、今回募集いたしました３事業に対し、代表者申し込みで１２社、連携事業者を

含めますと２３社の応募があり、子どもを産み育てやすい環境づくりという地域課題の

解決手法にビジネスチャンスを見出す取り組みへの関心の高さを感じた次第でありま

す。 

今後の手順につきましては、３事業の優先交渉権者、富山大学、金融機関等に加え、

事業に関係する住民代表、行政の産学官金による、仮称でありますが、「舟橋村創生プ

ロジェクト総合推進会議」を今月の中旬に立ち上げまして、事業を進めてまいります。 

なお、本プロジェクトは、本村の地方創生総合戦略の柱となりますので、議会の皆様

とも十分に議論を深めながら進めてまいりたいと考えております。 

それでは、本日提案いたしております案件についてご説明申し上げます。 

議案第２０号 平成２７年度舟橋村一般会計補正予算（第１号）につきましては、既

定の歳入歳出予算に歳入歳出それぞれ２，１９９万２，０００円を追加し、予算の総額

を１７億８８１万８，０００円とするものであります。 

今回の補正の主なものは、社会保障・税番号制度に係るシステム改修費１，３８８万

８，０００円、経営体育成支援事業に５２２万８，０００円、村道舟橋北部線舗装修繕

附帯工事費３０７万円を追加し、一般廃棄物等の収集運搬費１７５万４，０００円を減

額するものであります。 

その財源といたしましては、国・県支出金の社会保障・税番号制度システム整備費補

助金１，２４２万６，０００円、経営体育成支援事業費補助金２６１万４，０００円及

び前年度繰越金６９０万２，０００円を充当しております。 

議案第２１号 平成２７年度舟橋村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、既定の歳入歳出予算に歳入歳出それぞれ２６７万４，０００円を追加し、

予算の総額を２億１，８２９万９，０００円とするものであります。 

今回の補正は、退職被保険者に係る高額療養給付費でありまして、その財源といたし

ましては、療養給付費交付金を充当しております。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたが、何とぞ慎重審議の上、議決を賜りますよ
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うお願い申し上げます。 

○議長（明和善一郎君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

散 会 の 宣 告 

○議長（明和善一郎君） 以上をもって本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれにて散会します。 

 

午前 ９時０９分 散会 


